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ンチンの 2 位のカルボニル基を無くし， 2 位及び 3 位を環化し脂溶性を上げることで新規な気管支拡張薬かできるの
ではないかと考えた。そして，キサンチンの 2 ， 3 位を環化したイミダゾ[4， 5-cJ キノリンー4(5H) オン類 2 ，イミダ
ゾ [4， 5-c][1 , 8J ナブチリジン-4(5H) ーオン類 3 ， 5 ， 6 ， 7 ， 8ーテトラヒドロピリド [2 ，1-b J プリン 10ーオン類 4 をデザイン
し (Scheme 1) ，これら新規三環性複素環の効率的合成法について検討した。その結果，それぞれの新しい合成ルー
トを確立すると同時に幾つかの新規反応を見いだした。
これまでに 2 の合成に関する報告は見あたらない。そこで， 3 の代表的な化合物として2A 及び28 を考え，それらの
合成法として Scheme 2 に示すルートを考え合成した。(第 1 章第 1 節)。更に2A 及び28 の簡便な合成法として，前者
は化合物 9 からパラジウムを用いた分子内閉環反応を行う方法を確立した。(第 1 章第 2 節)。また後者は共通中間体
である 9 から Bu3SnH を用いてラジカル環化反応を行うことにより選択的に得られることを見いだした。
また， 5 ブェニルイミダゾ[4， 5-cJ キノリン-4(5H) ーオン2D を得る目的で化合物10に対し Chapman 転位を行なっ


















































350・C ，30 min 





3 の合成において，重要な合成中間体である N-ブエニル 3-アザ無水イサトン酸12の簡便な合成法を確立と同時















以上，様々な手法を用い合成した化合物の中で強力な抗端息作用を有する化合物2A 及びt3B (3A : R=H) か見いだ







イミダゾ[4 ， 5-c] キノリン 4(5H) ーオン類， 5， 6 ， 7 ， 8-テトロハイドロ [2， 1-bJ プリンー10-オン類および，イミダゾ[4.5-
c][ 1. 8] ナフチリジン 4(5H) ーオン類をデザインし，これらの新規で，かつ効率的な合成法の開発を検討し，その結果
新しい合成ルートの確立と同時にいくつかの新規反応を見い出した。更に合成した化合物の中で強力な端息作用を有
する 1-menthyl-5-n-butylimidazo[ 4, 5-cJquinolin-4 (5H) -one および、5-phenylimidazo [4, 5-cJ [1 , 8J naphthyridin-
4 (5H) -one を見い出した。特に前者は心臓および中枢に対する副作用も軽減され，作用の分離に成功した貴重なデー
タである。
以上の成果は，薬学博士の学位請求論文として価値あるものと認める。
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